【書式】
201３ 年度岩手県経営品質賞「資格確認・応募申請書」
201３年　　月　　日
第１項 申請組織名／代表者／連絡担当者
＜申請組織名＞組織の正式名称等を記述してください。
	組織名：

	所在地：〒

	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：


＜代表者＞代表者の氏名、役職を記述してください。
	氏 名：

	役 職：


＜連絡担当者＞連絡担当者の氏名等を記述してください。
	氏名（ふりがな）：

	所属・役職：

	所在地：〒

	電話番号：

	FAX 番号：

	E - m a i l ｱﾄﾞﾚｽ：


第２項 過去の申請実績
これまで、岩手県経営品質賞、日本経営品質賞、経営品質レベル評価コースに申請された場合は、その種類と申請年度をお書きください。
	該当箇所をチェックしてください。 □申請実績あり 　　　□ 申請実績なし

	申請実績のある場合：


第３項 経営品質向上プログラム導入におけるセルフアセスメントに関する事項
（１）貴組織では、経営品質向上プログラムの基本的な考え方であるセルフアセスメントを実施していますか。どちらかにチェックしてください。
□ 実施している 　　　　　　　□ 実施していない
（２）「実施している」にチェックした場合は、下記質問にお答え下さい。
イ）セルフアセスメントはどのような目的で何に活用していますか。
	


ロ）これまで実施したセルフアセスメントはどのようなものでしたか。またその結果をどのような改善に活かしていますか。そこから得られた成果を、顧客、社員、そして財務それぞれの視点から記述してください。
	


第４項 申請組織の現状
（１）本書式提出時の従業員数、従業員の国内比率、全事業所数を記述してください。
	従業員数：

	従業員の国内比率：

	全事業所数：


（２）直近の会計年度上の売上高を記述してください。
	


※　地方自治体の場合には、それに類する数値を記述してください。
（３）株式上場の有無を記述してください（店頭公開等を含む）。

	


※　申請組織の最新の会社・組織案内を資料として１部添付してください。
第５項 ビジネスパートナーと販売・サービスネットワーク
（1） 取引のある主要なビジネスパートナーとそのタイプを記述してください。
	


（２）外部組織に製造・販売・サービス等を委託している場合、主な部分について、その数とタイプを記述してください。
	


第６項 事業所一覧と提供製品・サービスの説明
（1） 海外事業拠点を含めて、事業拠点と住所を記述してください。
	


（２）各事業拠点の社員比率を記述してください。
	


(３)各事業拠点の生産品の全売上に対する概算比率を示してください。
	


（４）各事業拠点が生産する製品・サービスの概要を記述してください。

	


第７項 企業内組織（子会社を含む）での申請
貴方の組織は企業内組織（子会社を含む）ですか。どちらかにチェックしてください。
□ 企業内組織である 　　　　□ 企業内組織ではない
企業内組織（子会社を含む）の場合、(１)～(５)まですべて回答してください。企業内組織（子会社を含む）でない場合は、必要ありません。
（１）少なくとも３年以上存在する組織ですか。申請組織は、３年以上存在していますか。３年未満であれば、簡単に経緯を説明してください。
	


（２）本社や親会社名、住所、最高責任者名と役職を記述してください。また、本社や親会社傘下の子会社を含めた全世界の社員数、直近の会計年度の売上高を記述してください。その際にジョイントベンチャー企業は含めません。

	


（３）利益責任をもっている部門を含んでいるかどうか、該当欄にチェックしてください。
	□ 含んでいる 　　　　□ 含んでいない（関連性を記述してください）

	関連性：


（４）本社や親会社で似たような事業単位がある場合、資格申請に混乱をきたす要素になります。製品・サービスの類似性について、該当欄にチェックしてください。類似製品・サービスがある場合には、提供している他の事業単位との組織的な関連性を簡潔に記述してください。
	□ あり（関連性を記述してください） 　　　　□ なし

	関連性：


（５）ビジネス・サポート専門事業部かどうかを、該当欄にチェックしてください。
	□ はい 　　　　　　　　　　□ いいえ


※親会社と申請組織の関係が示された年次報告書などの簡単な書類を資料として添付してください。さらに組織図と本社や親会社との経営関係を簡潔に示した資料を添付してください。
第８項 代表者として申請に対する同意事項の確認
（１）代表者である私は、「申請書」を自らレビューし、私の経営に対する思いや意図を十分反映していることを確認します。
（２）代表者である私は、審査チームから送られてくる現地審査の質問事項を自ら確認し、現地審査には偽りなく誠意を持って対応します。
（３）代表者である私は、評価レポートを自ら十分理解し、これまでの活動を振り返る題材として活用するとともに、今後の活動に生かせるかどうか十分に話し合い、実行を検討します。
＜代表者署名＞
	署名欄： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日付：　　 年　　 月　　 日）


＜以下には記入しないでください＞
	資格審査の結果は以下の通りです。
□ 応募資格が認められました。 受付番号：
□ 残念ながら今回は有資格と認められませんでした。
＜理由＞
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